
4 月２３日(木) 

 

 けさも、７じはんすぎにこどもといっしょにトレーニングにでかけました。

こどもはいつものこうえんまではしっていきます。マスクではしるこどもは、

とてもつらそうです。わたしはこどものスピードについていけないので、じて

んしゃです。いっしょにはしれないので、すこしかなしいです。でも、つめた

いかぜがほおにあたると、さわやかなきもちになります。 

 いつものこうえんでは、こどもはサッカーのれんしゅうをしたりしています。

わたしはそれをみていますが、こどものすがただけをみているわけではありま

せん。いつもおなじじかんにくるおじいさんをみるのがすきです。おじいさん

は、まいにちはとにえさをあげています。だから、おなじころにはとがおじい

さんをまっています。ちいさくまとまってまつはとをみていると、おじいさん

がかっているみたいだなあ、とおもいます。きょうもおじいさんをみるのをた

のしみにしていましたが、おじいさんはいませんでした。はなしたこともない

しらないおじいさんですが、しんぱいになりました。いつもよりこうえんにつ

くのがおそくなったからだ、とおもうことにしました。わたしは、そらをみあ

げて、「あしたはおじいさんにあえますように」とおねがいしました。くもひと

つないきれいなそらは、「あしたはおじいさんにあえるよ」といっているよう

にみえました。そらが、すがすがしいさわやかなきもちにさせてくれました。

あしたは、はれたそらのしたでおじいさんにあえるきがしました。 

おもったことを 
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だんらくは２つか３つにする 

いちにちをふりかえりながら、 

かくことをたのしみましょう！ 

あったことをつぎつぎとかいていくのではなく、ひとつのできごとについてふかくかきましょう！ 


